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行
楽
の
季
節
で
あ
る
。
心
が
動

く
が
、
な
に
し
ろ
長
年
の
大
不
況

だ
。
懐
ぐ
あ
い
が
ど
う
も
…
と
、

か
つ
て
「
中
流
」
が
御
自
慢
だ
っ

た
知
人
が
顔
を
し
か
め
て
い
た
。

　

幸
田
露
伴
と
い
え
ば
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
文
豪
で
、
昭
和
十
二
年
第
一
回
の

文
化
勲
章
の
受
章
者
で
あ
る
。
若
い

こ
ろ
、
三
、
四
人
の
先
輩
友
人
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
好
み
の
酒
を
た
ず
さ

え
、
野
草
を
摘
み
な
が
ら
、
春
郊
漫

歩
を
楽
し
ん
だ
。

　

そ
の
さ
い
、
露
伴
は
「
例
の
も
の
」

を
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
新
し
い
杉
板
を
小
さ
な
短
冊
ほ

ど
に
切
っ
た
も
の
に
、
味
噌
を
三
〜
四
ミ

リ
の
厚
さ
に
塗
り
、
味
噌
の
方
を
軽
く
火

で
あ
ぶ
る
。
同
じ
も
の
を
二
枚
つ
く
っ

て
、
味
噌
の
方
を
腹
合
わ
せ
に
し
て
、
紙

に
く
る
ん
で
で
き
あ
が
り
で
あ
る
。
ま
こ

と
に
簡
素
、
し
か
も
し
ゃ
れ
た
一
品
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
味
噌
に
多
少
の
手
を
加

え
て
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
当
日
、
柔
和
な
陽
光
と
長
閑
な
春

風
の
郊
外
で
、
小
鳥
の
姿
や
囀
り
を
楽
し

ん
だ
り
、
緑
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
稲
荷

神
社
の
、
鳥
居
の
寂
び
た
朱
色
を
楽
し
ん

だ
り
し
な
が
ら
酒
を
汲
み
か
わ
す
。
例
の

杉
板
に
は
さ
ん
だ
焼
き
味
噌
に
、
杉
の
香

り
が
ほ
の
か
に
な
じ
ん
で
、
ノ
ビ
ル
な
ど

の
野
草
に
つ
け
て
は
、
談
笑
と
と
も
に
口

に
は
こ
ぶ
。
遅
々
た
る
春
の
一
日
を
、
清

清
し
く
楽
し
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
な
ら
懐
具
合
を
気
に
し
な
く
て

も
、
十
分
春
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
が

ど
う
か
と
い
う
と
、
か
の
知
人
は
、
昔
と

は
社
会
情
勢
が
違
う
、
第
一
こ
の
よ
う
な

遊
び
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
人
が
、
い
ま

ど
き
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
苦
笑
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
露
伴
先
生
は
並
の
文
人
で

は
な
い
。
評
論
家
の
松
山
厳
さ
ん
に
よ
る

と
、
露
伴
に
は
「
貧
乏
の
四
つ
の
功
徳
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
①
人
を
鍛
ひ
練

る
、
②
友
を
洗
う
、
③
真
を
悟
ら
し

め
る
、
④
人
を
養
う 
―
― 
で
あ
る
。

　

自
分
を
鍛
え
、
友
人
を
洗
い
な
お

し
て
み
る
、
虚
飾
を
払
い
落
と
し

て
、
本
物
と
は
な
に
か
を
省
み
る
こ

と
が
で
き
る
功
徳
で
あ
る
。
日
露
戦

争
後
の
不
況
も
、
す
っ
か
り
慢
性
化
し

て
、
世
の
中
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
大
正

初
年
の
文
章
だ
そ
う
だ
。

　
「
杉
板
の
焼
味
噌
の
香
り
と
野
草
」の
中

に
、
日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
美
の
姿

が
思
い
出
さ
れ
る
。

閑話休題

　
　
　
　
　
　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト山

本　

兼
太
郎　

杉

板

と

焼

味

噌
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�
決
算
規
模
わ
ず
か
に
増
え
る

　

平
成
十
三
年
度
の
市
町
村
決
算
（
普
通

会
計
）
は
、
歳
入
総
額
が
前
年
度
比
〇
・

三
％
増
の
五
二
兆
九
、
三
八
一
億
円
、
歳

出
総
額
が
同
〇
・
五
％
増
の
五
一
兆
四
、

〇
五
九
億
円
と
な
っ
た
。
固
定
資
産
税
の

減
収
や
公
共
投
資
の
抑
制
な
ど
か
ら
三
年

ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
十
二
年
度
の

決
算
規
模
と
く
ら
べ
歳
入
・
歳
出
と
も
に

わ
ず
か
に
増
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

�
単
年
度
収
支
は
三
年
ぶ
り
の
赤
字

　

単
年
度
収
支
は
、
三
年
ぶ
り
の
赤
字
と

な
り
、
そ
の
額
は
六
九
七
億
円
と
な
っ

た
。
町
村
は
、
前
年
度
の
二
六
七
億
円
の

黒
字
か
ら
二
五
六
億
円
の
赤
字
へ
と
転
じ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

赤
字
団
体
の
数
は
、
前
年
度
よ
り
五
二

一
団
体
増
加
の
二
、
九
〇
四
団
体
で
、
う

ち
町
村
は
、
一
、
四
五
七
団
体
と
前
年
度

の
一
、
一
〇
二
団
体
か
ら
大
幅
な
増
加
と

な
っ
た
。

　

実
質
単
年
度
収
支
は
、
三
年
連
続
の
黒

字
と
な
り
、
そ
の
額
は
一
、
五
八
六
億
円

と
な
っ
た
が
、
前
年
度
か
ら
は
、
二
、
一

五
七
億
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
町
村
分
は
四
九
七
億
円
の
黒
字
（
前

年
度
比
一
一
六
一
億
円
減
）
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
の
団

体
は
、
二
、
五
一
七
団
体
と
前
年
度
か
ら

五
九
五
団
体
の
増
加
と
な
っ
た
。
町
村
で

は
、
一
、
二
〇
一
団
体
（
前
年
度
比
四
一

六
団
体
増
）
と
な
っ
た
。

�

歳

入 

　

町
村
の
交
付
税
割
合
は
三
五
・
八
％

　

地
方
税
は
、
市
町
村
税
が
減
収
と
な
っ

た
一
方
で
、
固
定
資
産
税
が
増
収
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
四
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算

額
を
〇
・
三
％
上
回
る
二
〇
兆
一
八
五
億

円
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
町
村
に
お
け
る

増
減
率
は
〇
・
四
％
の
減
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
交
付

税
特
別
会
計
か
ら
の
借
り
入
れ
方
式
を
改

め
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
し
、
基
準

財
政
需
要
額
の
一
部
を
振
り
替
え
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
八
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算

額
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
額

は
、
九
兆
二
、
七
四
五
億
円
で
前
年
度
比

七
・
二
の
減
。
こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は

八
兆
二
、
四
六
七
億
円
（
前
年
度
比
七
・

三
％
減
）、
特
別
交
付
税
は
一
兆
二
七
八

億
円
（
同
六
・
二
％
減
）
と
な
っ
た
。
た

だ
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
六
兆

一
〇
四
億
円
を
を
加
え
た
額
は
、
九
兆

八
、
八
四
九
億
円
と
、
前
年
度
の
地
方
交

付
税
額
と
比
べ
一
・
一
％
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
交
付
税
の

割
合
で
み
る
と
前
年
度
の
一
八
・
九
％
よ

り
一
・
四
％
低
い
一
七
・
五
％
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
町
村
で
み
て
み
る
と
、
前
年
度
よ

り
二
・
〇
％
低
い
三
五
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

一
般
財
源
は
、
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
特
例
交
付
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、

地
方
交
付
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
等
各

種
交
付
金
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度

決
算
額
を
下
回
っ
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
児
童
手
当
や
生
活
保

護
費
に
支
出
金
が
増
加
し
た
こ
と
等
か
ら

前
年
度
決
算
額
を
二
・
七
％
上
回
る
四
兆

九
、
一
〇
二
億
円
と
な
っ
た
。

　

地
方
債
は
、
普
通
建
設
事
業
の
財
源
に

あ
て
る
地
方
債
の
発
行
が
減
少
す
る
一
方

で
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
等
に
よ
り

三
年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
、

九
・
二
％
増
の
五
兆
三
、
五
六
三
億
円
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方
債
の

割
合
を
示
す
地
方
債
依
存
度
は
、
前
年
度

の
九
・
三
％
よ
り
〇
・
八
％
高
い
一
〇
・

一
％
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
歳
入
構
造
の
特
徴

で
み
て
み
る
と
、
町
村
に
お
け
る
歳
入
総

額
に
占
め
る
①
地
方
税
の
割
合
が
、
二

一
・
三
％
（
前
年
度
比
〇
・
三
の
増
）、

②
交
付
税
の
割
合
は
、
三
五
・
八
％
（
同

二
・
〇
％
の
減
）
と
な
り
、
こ
の
結
果
、

一
般
財
源
の
割
合
は
、
六
二
・
四
％
（
同

一
・
八
％
の
減
）
と
な
っ
た
。

�

歳

出 

　

不
況
に
よ
り
扶
助
費
が
増
加

　

歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
て
み
る

と
、
普
通
建
設
事
業
の
減
少
等
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
費
が
五
・
二
％
の
減
、
ま
た

土
木
費
が
三
・
八
％
の
減
と
前
年
度
を
下

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
平
成
十
三

年
度　

市
町
村
決
算
の
概
況
」
を
ま
と

め
た
。歳
入
・
歳
出
規
模
は
、
前
年
度

比
と
も
に
微
増
と
な
る
一
方
、
財
政
の

硬
直
化
は
進
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

（
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
号
「
政
策

レ
ー
ダ
ー
」
参
照
）
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回
っ
た
。

　

一
方
、
前
年
度
を
上
回
っ
た
の
は
、
①

民
生
費
（
四
・
三
％
増
）、
②
衛
生
費

（
三
・
六
％
増
）、
③
公
債
費
（
二
・
九
％

増
）。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
①
民
生
費

に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
及
び
生
活
保
護

費
が
増
加
し
た
こ
と
、
②
衛
生
費
に
つ
い

て
は
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
に
係
る
普
通

建
設
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
、
③
公
債
費

に
つ
い
て
は
、
元
利
償
還
が
増
加
し
た
こ

と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

性
質
別
の
歳
出
で
み
る
と
、
義
務
的
経

費
の
う
ち
①
人
件
費
は
、
期
末
勤
勉
手
当

の
減
少
等
に
よ
り
、
〇
・
四
％
減
少
し
た

が
、
②
扶
助
費
は
不
況
の
影
響
に
よ
る
生

活
保
護
費
の
増
加
等
か
ら
六
・
九
％
の
増

加
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
、
③
公
債
費
が
引

き
続
き
増
加
（
二
・
九
％
増
）
し
た
こ
と

か
ら
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
前
年
度

を
二
・
一
％
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
①
普
通
建
設
事
業

費
が
四
・
〇
％
の
減
、
②
災
害
復
旧
事
業

費
が
二
六
・
一
％
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

③
失
業
対
策
事
業
費
が
、
二
五
・
五
％
の

増
と
十
五
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
上
回
っ

た
。
こ
の
結
果
、
投
資
的
経
費
全
体
で

は
、
六
年
連
続
し
て
前
年
度
決
算
額
を
％

下
回
っ
た
。（
四
・
三
％
減
）

　

そ
の
他
経
費
に
つ
い
て
は
、
物
件
費

（
三
・
三
増
）、
補
助
費
等
（
一
・
六
％
増
）、

繰
出
金
（
四
・
一
％
増
）
等
の
増
加
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
一
・
七
％
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
、
①
義
務
的
経
費
が
前
年
度

（
四
三
・
一
％
）
よ
り
〇
・
七
％
増
の
四

三
・
八
％
、
②
投
資
的
経
費
は
前
年
度
（
二

三
・
〇
％
）
よ
り
一
・
一
％
低
下
の
二

一
・
九
％
に
、
ま
た
、
③
そ
の
他
経
費
は

前
年
度
（
三
三
・
九
％
）
よ
り
〇
・
四
％

上
昇
の
三
四
・
三
％
と
な
っ
た
。

　

町
村
に
お
け
る
割
合
は
、
①
義
務
的
経

費
が
三
七
・
一
％
、
②
投
資
的
経
費
が
二

五
・
三
％
、
③
そ
の
他
経
費
が
三
七
・
六

％
と
な
っ
た
。

　
�
公
債
費
負
担
比
率
、
過
去
最
高
水
準

　

一
般
財
源
に
占
め
る
人
件
費
や
扶
助
費

な
ど
の
経
常
経
費
の
割
合
を
示
す
経
常
収

支
の
市
町
村
平
均
は
、
前
年
度
の
八
三
・

六
％
よ
り
一
・
〇
％
上
昇
し
八
四
・
六
％

と
三
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ
、
過
去
最
高

で
あ
っ
た
平
成
一
〇
年
度
に
次
ぐ
高
い
水

準
と
な
っ
た
。

　

こ
の
要
因
は
、
経
常
収
支
比
率
の
分
子

で
あ
る
扶
助
費
や
公
債
費
が
増
加
す
る
一

方
で
、
分
母
で
あ
る
一
般
財
源
が
交
付
税

や
各
種
の
交
付
金
の
減
少
に
よ
り
少
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
傾
向
は
、
過
去
一
〇
年
間
同
様
に

推
移
し
て
お
り
、
経
常
収
支
比
率
は
平
成

四
年
度
の
七
二
・
三
％
か
ら
一
二
・
三
％

上
昇
し
て
い
る
。

　

町
村
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
は
、
八

一
・
七
％
（
前
年
度
八
〇
・
一
％
）
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
公
債
費
負
担
比
率
の
市
町
村
平

均
は
、
前
年
度
よ
り
〇
・
四
％
上
回
る
一

六
・
七
％
と
な
り
、
過
去
最
高
の
水
準
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
分
子
で
あ
る
公
債
費

充
当
一
般
財
源
が
元
利
償
還
の
増
に
よ
り

増
加
（
〇
・
五
％
）
し
た
の
に
対
し
、
分

母
で
あ
る
一
般
財
源
総
額
が
地
方
交
付
税

等
の
減
に
よ
り
減
少
（
二
・
一
％
）
し
た

た
め
で
あ
る
。

　

町
村
に
お
け
る
公
債
費
負
担
比
率
は
、

一
六
・
九
％
（
前
年
度
一
六
・
六
％
）
と

な
っ
た
。

�
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
は
五
五

　

兆
三
、
六
五
六
億
円
に

　

地
方
債
残
高
は
、
前
年
度
末
よ
り
七
、

六
九
三
億
円
増
の
五
九
兆
三
、
〇
九
五
億

円
と
な
り
、
前
年
度
決
算
額
を
一
・
三
％

上
回
っ
た
。
こ
れ
を
目
的
別
の
構
成
比
で

み
る
と
、
過
去
の
積
極
的
な
地
方
単
独
事

業
の
推
進
を
反
映
し
て
①
一
般
単
独
事
業

債
が
全
体
の
三
八
・
三
％
と
最
も
大
き
く
、

以
下
、
②
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
債

（
八
・
三
％
）、
③
一
般
公
共
事
業
債
（
八
・

一
％
）、
④
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
債

（
七
・
三
％
）、
⑤
減
税
補
て
ん
債
（
七
・

二
％
）
等
の
順
と
な
っ
た
。

　

地
方
債
残
高
に
債
務
負
担
行
為
に
基
づ

く
翌
年
度
以
降
の
支
出
予
定
額
（
債
務
負

担
行
為
額
）
を
加
え
、
積
立
金
現
在
高
を

差
し
引
い
た
額
で
あ
る
「
将
来
に
わ
た
る

実
質
的
な
財
政
負
担
」
は
、
債
務
負
担
行

為
額
が
前
年
度
よ
り
五
・
四
％
減
少
す
る

と
と
も
に
、
積
立
金
現
在
高
が
前
年
度
末

よ
り
、
〇
・
六
％
増
加
し
た
も
の
の
、
地

方
債
現
在
高
が
前
年
度
よ
り
一
・
三
％
増

加
し
た
結
果
、
前
年
度
末
よ
り
〇
・
五
％

増
の
五
五
兆
三
、
六
五
六
億
円
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

は
、
前
年
度
末
を
三
・
六
％
上
回
る
一
八

六
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
〇
年

間
で
、
平
成
四
年
度
の
一
一
〇
・
三
％
と

比
べ
七
五
・
九
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。　

�
む
す
び

　

平
成
十
三
年
度
の
市
町
村
の
財
政
状
況

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
極
め
て
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
実
質
収
支
が
赤
字
の
団
体
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
更
に
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
経

常
収
支
比
率
が
三
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転

じ
、
さ
ら
に
、
累
積
し
て
い
る
借
入
金
の

元
利
償
還
に
よ
り
公
債
費
負
担
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
義
務
的
経
費

の
中
で
も
、
特
に
弾
力
性
の
乏
し
い
公
債

費
の
実
質
的
な
負
担
を
示
す
起
債
制
限
比

率
が
引
き
続
き
上
昇
を
続
け
て
い
る
こ

と
。

　

第
二
に
、
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財

政
負
担
が
地
方
債
現
在
高
の
増
加
等
に
よ

り
、
引
き
続
き
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る

こ
と
等
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
概
況
は
「
む
す

び
」
の
中
で
、「
こ
の
よ
う
に
極
め
て
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
各
市
町
村
に

お
い
て
は
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し

や
行
財
政
運
営
の
効
率
化
等
を
推
進
し
て

歳
出
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
税
収
入

の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
等
財
源

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
財

政
収
支
を
改
善
し
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
な
が
ら
、
経
済
の
動
向
に
即
応
し
た
機

動
的
・
弾
力
的
な
運
営
に
も
配
慮
し
つ
つ
、

節
度
あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
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戦
後
、
地
方
か
ら
大
き
な
夢
を
持
っ
て

都
会
に
出
て
き
た
六
五
〇
万
人
も
の
若
者

が
、
現
在
定
年
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
新
し
い
価
値
観
の
も
と
に
、
田
舎
暮

ら
し
を
希
望
す
る
人
々
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
一
九
九
六
年
に
総
理
府
が
都
市
生
活

者
を
対
象
に
し
て
実
施
し
た
国
民
意
識
調

査
に
よ
れ
ば
、
約
三
〇
％
が
「
条
件
さ
え

許
せ
ば
地
方
で
暮
ら
し
て
み
た
い
」
と
希

望
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
を
受
け
て
、
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
全
国
農
業
会
議
所
、
日
本
生
活
協
同

組
合
連
合
会
、
消
費
者
団
体
、
市
民
団
体
、

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
参
画
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
一

〇
〇
万
人
の
ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環
運
動

･

推
進 
支
援
セ
ン
タ
ー
（
略
称
・
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
）」
を
設
立
し
、
こ
の

三
月
三
日
、
内
閣
府
よ
り
認
証
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
一
〇
〇
万
人
の
ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環

運
動
」
は
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
地
方

６
団
体
と
財
団
法
人
都
市
農
山
漁
村
交
流

活
性
化
機
構
（
農
水
省
所
管
）、
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
総
務
省
所
管
）

の
後
援
の
も
と
に
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
等
を

通
じ
て
、
多
様
な
形
で
地
方
・
農
山
漁
村

に
回
帰
し
、
健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活

を
創
造
し
よ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

都
市
生
活
者
の
間
に
田
舎
暮
ら
し
ブ
ー

ム
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
全
国
で
同

様
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
田
舎
暮

ら
し
を
応
援
す
る
団
体
や
行
政
、
実
践
し

･
て
い
る
個
人 
グ
ル
ー
プ
は
、
各
地
域
で

活
発
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
を
全
国
的
に
、
一
元
的
に
繋

ぐ
も
の
は
残
念
な
が
ら
未
だ
な
い
状
態
で

す
。
田
舎
暮
ら
し
の
希
望
者
か
ら
は
、
全

国
を
網
羅
し
た
便
利
で
使
い
や
す
い
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
親
身
に
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
移
住
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
全
国
各
自
治

体
で
進
め
て
い
る
定
住
へ
の
支
援
事
業
や

空
き
家
・
遊
休
地
情
報
や
「
ふ
る
さ
と
回

帰
運
動
」
を
進
め
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
帰
農
・
就
農
、
就
労
等
だ
け

で
は
な
く
、
定
年
後
に
年
金
を
糧
に
地
方

で
の
生
活
を
希
望
し
、
ま
た
一
時
的
に
地

方
に
滞
在
し
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
楽
し

む
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
々
も
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
五
万
人
の
都
市
生
活
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来

る
、
全
国
の
情
報
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
り
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
毎
の
モ
デ
ル
事
業
を
順
番
に
行

な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と
回
帰

の
た
め
の
各
種
の
情
報
提
供
や
受
け
入
れ

体
制
や
技
術
指
導
な
ど
の
基
盤
を
整
備

し
、
斡
旋
等
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
実
際
に
田
舎
で
暮
ら
し
、
農

業
・
林
業
・
漁
業
等
へ
の
就
業
を
希
望
す

る
人
々
の
た
め
に
研
修
事
業
等
の
支
援
活

動
も
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
、
私
た

ち
は
大
転
換
期
に
あ
る
現
代
の
日
本
社
会

に
、
次
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

●
大
都
市
圏
へ
の
過
剰
な
人
口
集
中
に

　

よ
る
国
土
の
不
均
衡
の
解
消

　

●
地
方
に
移
り
住
み
、
自
然
の
恵
を
生

　

か
し
た
仕
事
や
自
然
と
調
和
し
た
生
活

　

を
望
む
人
々
の
希
望
の
実
現

　

●
都
市
生
活
者
と
地
方
生
活
者
と
の
交

　

流
・
共
生
に
よ
る
地
方
の
活
性
化

　

●
新
た
な
価
値
観
を
持
っ
た
都
市
生
活

　

者
に
よ
る
地
場
産
業
の
育
成
や
起
業
な

　

ど
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出

　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

は
、
将
来
的
に
は
、
多
く
の
国
民
が
各
自

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
自
由
に

都
市
と
農
山
漁
村
と
を
往
還
す
る
新
し
い

循
環
型
の
社
会
形
成
を
展
望
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
て
、「
ふ
る
さ
と
回
帰
」
情
報
の
収
集
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
と
環
境
・

国
土
の
保
全
、
雇
用
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
お
よ
び
入

会
申
込
書
は
別
途
、
自
治
体
宛
送
ら
れ
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
定
款
、
役
員
名
簿
な

ど
詳
細
は
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
全
国
自
治
体
に
対
し
て
、
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

事 
業 
計 
画

◆
五
万
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

連
合
・
生
協
・
消
費
者
団
体
等
の
組
織

の
協
力
を
得
て
、
大
都
市
生
活
者
を
中
心

に
五
万
人
規
模
で
調
査
す
る
。

◆
モ
デ
ル
事
業

　

地
方
公
共
団
体
の
協
力
の
も
と
に
、
本

格
実
施
に
向
け
て
全
国
七
地
域
程
度
で
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

各
自
治
体
や
各
関
係
団
体
の
受
け
入
れ

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
し
、
常
に
最

新
情
報
を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
め
ざ
す
。

◆
調
査
・
研
究
及
び
提
言
・
提
案
活
動

　

す
で
に
田
舎
暮
ら
し
を
は
じ
め
て
い
る

人
々
の
事
例
の
蓄
積
、
ふ
る
さ
と
回
帰
・

循
環
運
動
推
進
の
た
め
の
政
策
検
討
や
提

案
な
ど
を
行
な
う
。

◆
情
報
提
供
活
動

　

各
自
治
体
と
連
携
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ

 
一
〇
〇
万
人
の
ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環

  
運
動
推
進
・
支
援
セ
ン
タ
ー 
を
設
立
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タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
状
況
・
実
態
の
把
握
等
を
行
な
う
。

◆
研
修
・
教
育
活
動

　

田
舎
暮
ら
し
や
農
業
・
林
業
・
漁
業
に

従
事
す
る
た
め
の
研
修
を
関
係
団
体
と
協

力
し
て
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
産
業
の
現
状
や
今
後
の
振
興
策

等
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
。

　

長
生
き
の
時
代
に
な
り
、
私
た
ち
は
中
年
か
ら
老
年
の

時
代
を
長
く
長
く
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
へ

前
へ
と
ひ
た
す
ら
駆
け
て
き
た
若
い
時
代
と
は
別
の
人

生
を
生
き
る
こ
と
が
必
要
だ
。
日
本
は
都
市
ば
か
り
で

は
な
く
、
地
方
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
多

く
の
地
方
の
最
大
の
苦
し
み
は
、
過
疎
で
あ
る
。
人
材
が

あ
る
と
、
甦
る
地
方
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
自
分
を
大
切

に
考
え
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
人
生
は
ど
の
よ
う
に
で
も
輝

か
せ
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

                
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

                                          
理
事
長　

立
松 
和
平

　　　  　◇連絡先◇

�  ふるさと回帰支援センター
     〒105-0001東京都港区虎ノ門4-1-1
                                    虎ノ門パストラル内
       ＴＥＬ　０３－５７７６－１５４３
       ＦＡＸ　０３－５７７６－２１４３
       Ｅmail　furusato@mrg.biglobe.ne.jp
       ＵＲＬ　http://www.furusatokaiki.net
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事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅

の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相

互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消

費
生
活
協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協

と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
で
、町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、

偶
然
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村

職
員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を

併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以
来
、
事

業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助

の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾

注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
三
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数
年
来

減
少
傾
向
に
あ
り
、前
年
度
比
四
、六
六
七
人

（
二
・
二
％
）の
減
少
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
三
、
二
一
五
件（
二
・
六
％
）の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
も
、
前
年
度
比
一
、
七
五
五
万

余
円（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪

害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り

七
五
九
件（
二
・
七
％
）の
減
と
な
り
、共
済
掛

金
も
、前
年
度
比
三
七
八
万
余
円（
一
・
一
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前

年
度
比
四
、八
四
八
台（
二
・
二
％
）の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
も
、
一
億
四
、
七
六
七
万
余
円

（
二
・
五
％
）の

減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済

金
の
支
払
は
、

火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
七

三
件（
一
四
・
一

％
）
の
減
と

な
っ
た
が
、
共

済
金
合
計
に
お

い
て
は
九
、
〇

三
四
万
余
円

（
一
四
・
六
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
災
害
見

舞
金
の
給
付
件

数
に
つ
い
て
は

前
年
度
二
六
件

に
比
し
、
四
八

件
、
災
害
見
舞

金
に
し
て
五
〇
四
万
余
円
の
給
付
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の

給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
三
件（
七
・
一

％
）
の
減
と
な
り
、共
済
金
に
お
い
て
も
、

一
、四
四
九
万
余
円（
三
八
・
九
％
）の
減
と

な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で

前
年
度
比
一
二
五
件（
一
・
一
％
）の
減
と

な
り
、
共
済
金
に
お
い
て
は
、
一
億
八
、
一

〇
二
万
余
円（
五
・
七
％
）の
減
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ

て
す
る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率

は
、
火
災
共
済
が
四
〇
・
六
四
％
、
風
水
雪

害
特
約
共
済
が
四
八
・
〇
四
％
、自
動
車
共

済
が
九
・
三
九
％
と
な
っ
た
。

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
十
三
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は

二
〇
六
、七
五
二
人
で
前
年
度
に
比
し
四
、

六
六
七
人（
二
・
二
％
）減
少
し
た
。
ま
た
、

出
資
金
に
つ
い
て
も
、前
年
度
に
比
し
一
、

三
六
三
万
余
円（
〇
・
七
％
）減
の
一
九
億

三
三
九
万
余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
年

度
に
お
け
る
割
戻
金
の
一
部
を
出
資
金
に

充
当
し
た
額
は
五
、
二
三
三
万
余
円
と

な
っ
た
。

２
、
共
済
契

約
状
況

�
火
災
共
済

事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数

は
一
二
二
、

一
八
四
件
で

前
年
度
に
比

し
三
、
二
一

五
件（
二
・
六

％
）減
少
し
、

契
約
口
数
も

二
五
九
、
二

一
八
口（
一
・

〇
％
）
減
少

し
た
。
こ
の

た
め
共
済
掛

金
は
一
七
億

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
三
年
度

表１　組合加入状況
出 資 金口　　数人　　員区 分

１，９０３，３９２，３８０円１９，０３３，９２４口２０６，７５２人平成１３年度

１，９１７，０２４，９９０１９，１７０，２５０２１１，４１９平成１２年度

△１３，６３２，６１０△１３６，３２６△４，６６７比 較 増 減

△０．７％△０．７％△２．２％増 減 率
（注１）△印は減を示す。
（注２）出資金額は預り出資金（１口１００円未満の端数口数の累計額）８４４，３８０円を含む。

表２　火災共済加入状況
共 済 掛 金契 約 口 数共済契約件数区 分

１，７６０，４１９，１５０円２５，１１１，９９９口１２２，１８４件平成１３年度

１，７７７，９７３，２１０２５，３７１，２１７１２５，３９９平成１２年度

△１７，５５４，０６０△２５９，２１８△３，２１５比 較 増 減

△１．０％△１．０％△２．６％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契 約 口 数特約付加件数区 分

３２６，２９０，９２０円５，４２９，９２８口２７，８６８件平成１３年度

３３０，０７１，９８０５，４９２，８０９２８，６２７平成１２年度

△３，７８１，０６０△６２，８８１△７５９比 較 増 減

△１．１％△１．１％△２．７％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表４　自動車共済加入状況
共 済 掛 金契 約 台 数区 分

５，７００，８６８，６４０円２１９，９８７台平成１３年度

５，８４８，５４５，４９０２２４，８３５平成１２年度

△１４７，６７６，８５０△４，８４８比 較 増 減

△２．５％△２．２％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表５　火災共済金支払状況

損害率合 計
失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨時費用共済金火 災 共 済 金

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数金 額件 数

％円円件円件円件円件平成１３年度 ４０．２７０７，７５３，２３１２，０６０，０００６２０，１１２，３１５１０９６６，７８４，１０８４４５６１８，７９６，８０８４４５

３４．７６１７，４０６，６６０４８５，７００４１３，６５４，８５０４８５８，６４４，６１４５１８５４４，６２１，４９６５１８平成１２年度

５．５９０，３４６，５７１１，５７４，３００２６，４５７，４６５６１８，１３９，４９４△７３７４，１７５，３１２△７３比較増減

％％％％％％％％％増 減 率 ―１４．６３２４．１５０．０４７．３１２７．１１３．９△１４．１１３．６△１４．１
（注）△印は減を示す。

表６　見舞金支払状況
一件当りの見舞金見 舞 金件 数区 分

１０５，０６３円５，０４３，０００円４８件平成１３年度

９８，７６９２，５６８，０００２６平成１２年度

６，２９４２，４７５，０００２２比 較 増 減

６．４％９６．４％８４．６％増 減 率

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
三
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
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六
、〇
四
一
万
余
円
と
な
り
前
年
度
よ
り
一
、

七
五
五
万
余
円（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
件
当
り
平
均
口
数
は
二
〇
五
口

（
二
、
〇
五
〇
万
円
）
と
な
り
前
年
度
よ
り
三

口（
三
〇
万
円
）の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
七
、
八
六
八
件
で
前

年
度
に
比
し
七
五
九
件（
二
・
七
％
）減
少
し

た
。
特
約
共
済
掛
金
も
、三
億
二
、六
二
九
万

余
円
で
前
年
度
よ
り
三
七
八
万
余
円（
一
・
一

％
）の
減
と
な
っ
た
。
な
お
、火
災
共
済
契
約

件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数
の
割
合
は
二

二
・
八
％
で

あ
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
一
九
、
九
八
七
台
と
前
年

度
に
比
し
四
、八
四
八
台（
二
・
二
％
）減
少
し

た
。
共
済
掛
金
も
五
七
億
八
六
万
余
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
一
億
四
、
七
六
七
万
余
円

（
二
・
五
％
）減
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
台
当
り

の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二
五
、
九
一
四
円
と

な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で

七
三
件（
一
四
・
一
％
）減
の
四
四
五
件
、臨
時

費
用
共
済
金
で
七
三
件（
一
四
・
一

％
）減
の
四
四
五
件
、残
存
物
取
片

づ
け
費
用
共
済
金
で
六
一
件
（
一

二
七
・
一
％
）増
の
一
〇
九
件
、
失

火
見
舞
費
用
共
済
金
で
二
件
（
五

〇
・
〇
％
）増
の
六
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合

計
は
九
、〇
三
四
万
余
円（
一
四
・
六
％
）増
の

七
億
七
七
五
万
余
円
と
な
り
、損
害
率
は
、前

年
度
よ
り
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
高
い
四
〇
・
二
％

と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
一
億
四
六
万
円
の
火
災
共

済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十
四
年
度
に

繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
二
二
件
増
の
四
八

件
、
見
舞
金
額
で
二
四
七
万
余
円
増
の
五
〇

四
万
余
円
と
な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済

金
で
三
件（
七
・
一
％
）減
の
三
九
件
、臨
時
費

用
共
済
金
で
三
件
（
七
・
一
％
）
減
の
三
九

件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
八

件（
一
三
三
・
三
％
）増
の
一
四
件
と
な
り
、

共
済
金
の
合
計
は
一
、四
四
九
万
余
円（
三

八
・
九
％
）減
の
二
、二
八
〇
万
余
円
と
な

り
、
損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度
よ
り
四
・

三
ポ
イ
ン
ト
低
い
七
・
〇
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、八
二
万
余
円
の
風
水
雪
害

特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十

四
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
対
物
賠

償
で
は
一
八
六
件（
一
・
九
％
）減
の
九
、四

八
一
件
、
対
人
賠
償
で
は
六
一
件（
四
・
七

％
）増
の
一
、
三
五
四
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
億
三
三
二
万
余
円（
五
・

四
％
）
減
の
一
八
億
二
、
二
一
九
万
余
円
、

対
人
賠
償
に
お
い
て
は
七
、七
六
九
万
余
円

（
六
・
二
％
）減
の
一
一
億
七
、一
三
三
万
余

円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
、
前
年
度
に

比
し
一
億
八
、一
〇
二
万
余
円（
五
・
七
％
）

減
の
二
九
億
九
、
三
五
二
万
余
円
と
な
っ

た
。損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度
よ
り
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
低
い
五
二
・
五
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
、既
発
生
事
故
の
う
ち
、

共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支

払
予
定
額
と
し
て
、一
五
億
七
、二
四
四
万

余
円
の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、

平
成
十
四
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
三

件（
二
・
六
％
）減
の
一
一
三
件
、死
亡
は
二

件（
一
四
・
三
％
）増
の
一
六
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
九

万
円（
二
・
六
％
）減
の
三
三
九
万
円
、死
亡

は
二
〇
万
円（
一
四
・
三
％
）増
の
一
六
〇

万
円
と
な
り
、臨
時
費
用
の
合
計
は
、前
年

度
に
比
し
一
一
万
円（
二
・
三
％
）増
の
四

九
九
万
円
と
な
っ
た
。

表７　風水雪害特約共済金支払状況

損害率合 計
残存物取片づけ費用共済金臨 時 費 用 共 済 金特 約 共 済 金

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数

７％２２，８０９，８４０円３０８，２５７円１４件２，９３４，９８３円３９件１９，５６６，６００円３９件平成１３年度
１１．３３７，３０３，５４２２５２，３４１６４，８３２，７５８４２３２，２１８，４４３４２平成１２年度
△４．３△１４，４９３，７０２５５，９１６８△１，８９７，７７５△３△１２，６５１，８４３△３比 較 増 減
―△３８．９％２２．２％１３３．３％△３９．３％△７．１％△３９．３％△７．１％増 減 率

（注）△印は減を示す。

表８　自動車共済金支払状況

損害率
合 計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区 分
共 済 金件 数共 済 金件 数共 済 金件 数

５２．５％２，９９３，５２８，０１０円１０，８３５件１，１７１，３３７，８５１円１，３５４件１，８２２，１９０，１５９円９，４８１件平成１３年度
５４．３３，１７４，５５１，２７２１０，９６０１，２４９，０３６，０４８１，２９３１，９２５，５１５，２２４９，６６７平成１２年度
△１．８△１８１，０２３，２６２△１２５△７７，６９８，１９７６１△１０３，３２５，０６５△１８６比 較 増 減
―△５．７％△１．１％△６．２％４．７％△５．４％△１．９％増 減 率

（注）△印は減を示す。

表９　自動車共済臨時費用支払状況
合 計死 亡傷 害

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数
４，９９０，０００円１２９件１，６００，０００円１６件３，３９０，０００円１１３件平成１３年度
４，８８０，０００１３０１，４００，０００１４３，４８０，０００１１６平成１２年度
１１０，０００△１２００，０００２△９０，０００△３比 較 増 減
２．３％△０．８％１４．３％１４．３％△２．６％△２．６％増 減 率

（注）△印は減を示す。

利 益 の 部損 失 の 部
金 額科 目金 額科 目
７，７８７，５７８，７１０円共 済 掛 金１．３，７２４，０９１，０８１円支 払 共 済 金１．
６，５２７，１８８，０００共済契約準備金戻入２．１０，０３３，０００見 舞 金 等２．
１５１，０３８，４３１資 産 運 用 収 益３．２，３４９，１２７，８４８管理費及び諸経費３．
１８，６８４，３９２雑 収 入４．６，８５３，５７２，０００共済契約準備金繰入４．

１２，９３６，８２３，９２９小 計
１，５４７，６６５，６０４経 常 剰 余 金

１４，４８４，４８９，５３３合 計１４，４８４，４８９，５３３合 計
１，５４７，６６５，６０４税引前当期剰余金１．
△２１１，５２８，１０７法 人 税 等２．
１，３３６，１３７，４９７当期剰余金（計）３．
８４，００７，９３０前期繰越剰余金４．

１，４２０，１４５，４２７当期未処分剰余金（計）５．
（注）△印は減を示す。

表１０　平成１３年度全国町村職員生活協同組合損益計算書
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情 報
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町
は
、
一
般
競
争
入
札
や
指
名
競

争
入
札
で
町
発
注
の
一
三
〇
万
円
超

の
公
共
工
事
に
関
す
る
予
定
価
格
の

事
前
公
表
を
試
行
導
入
し
て
い
る
。

公
表
範
囲
は
建
設
工
事
の
ほ
か
、
工

事
に
伴
う
調
査
、
測
量
、
設
計
の
委

託
業
務
で
、
工
事
名
、
委
託
業
務
名
、

入
札
日
、
入
札
参
加
者
数
等
と
と
も

に
予
定
価
格
を
公
表
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
住
民
票
の
写
し
の
発
行
手

数
料
を
、
本
人
と
家
族
の
請
求
に

限
っ
て
無
料
化
し
て
い
る
。「
住
所

は
本
人
に
属
す
る
デ
ー
タ
で
あ
り
、

た
ま
た
ま
役
場
が
管
理
し
て
い
る
だ

け
な
の
で
、
無
料
で
写
し
を
発
行
し

た
い
」
と
い
う
久
慈
豊
町
長
の
発
案

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
も
ね
ら
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
を
機
に
、「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン　

」
０２

を
策
定
し
、
環
境
負
荷
軽
減
の
た
め

の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。新
庁
舎

の
ほ
か
、
公
民
館
や
体
育
館
な
ど
も

対
象
と
し
、
電
力
使
用
量
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を

集
計
、
評
価
し
、
本
格
的
な
省
エ
ネ
計

画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
。

�

�

　

町
は
、
町
と
地
元
企
業
、
山
形
大

学
が
共
同
で
ま
と
め
た
情
報
都
市
構

公
共
工
事
の
予
定
価
格
を

事
前
公
表

北
海
道

今
金
町

住
民
票
の
写
し
の
発
行

手
数
料
を
無
料
化

青
森
県

三
戸
町

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
を

策
定

宮
城
県

利
府
町

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

都
会
と
の
交
流
を
推
進

山
形
県

白
鷹
町

想
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
都
会
と
の
交
流
を
深
め
る
「
お

す
そ
わ
け
ド
ッ
ト
コ
ム
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、
東
京
な
ど
の
業
者
に
町

の
農
業
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
町

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
北
東
部
を
流
れ
る
利
根
川

が
は
ん
ら
ん
し
た
場
合
の
「
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
製
し
、
全
戸

に
配
布
し
た
。
マ
ッ
プ
は
、
国
土
交

通
省
の
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所
が

提
供
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
浸
水
時

の
深
さ
を
色
分
け
し
て
明
示
し
た
ほ

か
、
避
難
場
所
を
近
隣
市
町
も
含
め

三
十
五
か
所
紹
介
し
て
い
る
。

�

�

　

面
積
の
約
七
割
が
南
ア
ル
プ
ス
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
村
は
、

南
ア
ル
プ
ス
山
岳
資
料
館
を
建
設
し

て
い
る
。
山
を
通
じ
た
人
と
人
と
の

交
流
を
促
進
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い

で
、
山
岳
関
係
の
書
籍
や
写
真
、
住

民
の
出
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
気
象
情

報
等
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
索
で
き

る
情
報
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
る
。

�

�

　

町
は
、
保
育
園
の
年
長
か
ら
中
学

生
ま
で
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
フ
ッ

素
に
よ
る
う
が
い
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ッ
素
に
は
歯
質
を
強
く
し
、
虫
歯

を
予
防
す
る
ほ
か
、
虫
歯
に
な
り
か

か
っ
た
歯
を
修
復
す
る
効
果
が
あ
る
。

昼
食
後
の
歯
磨
き
の
後
に
、
事
前
の

希
望
調
査
で
保
護
者
の
同
意
書
を
得

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
製

埼
玉
県

栗
橋
町

南
ア
ル
プ
ス
山
岳

資
料
館
を
建
設

山
梨
県

芦
安
村

子
ど
も
を
対
象
に
フ
ッ
素

に
よ
る
う
が
い
を
実
施

長
野
県

豊
科
町

た
子
ど
も
の
み
が
行
っ
て
い
る
。

�

�

　

発
生
が
想
定
さ
れ
る
東
海
地
震
対

策
の
一
環
と
し
て
町
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
た

ん
す
な
ど
の
家
具
を
固
定
す
る
防
災

用
具
を
配
布
し
た
。用
具
は
家
具
の

下
に
挟
み
込
ん
で
固
定
す
る
手
軽
な

タ
イ
プ
。自
分
で
家
具
の
固
定
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
高
齢
者
の
防
災
意

識
を
高
め
る
ね
ら
い
も
込
め
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
ポ
イ
捨
て
の
禁
止
、
車
両
放
置
の

禁
止
な
ど
を
規
定
し
た
「
美
し
い
志

賀
町
の
環
境
を
守
る
条
例
」
を
制
定

し
て
い
る
。
建
設
残
土
の
町
へ
の
搬

入
は
許
可
制
と
し
、
停
止
命
令
や
撤

去
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
し
て
い
く
。

　

桂
川
岸
か
ら
百
年
前
の
樋
管
（
堤

防
の
内
と
外
を
結
び
排
水
や
取
水
に

使
わ
れ
る
管
）
が
発
見
さ
れ
た
町
教

育
委
員
会
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
淀
川
工
事
事
務
所
と
共
同

で
発
掘
調
査
の
一
般
向
け
報
告
書

「
水
辺
の
遺
産
」を
作
成
し
た
。
四
十

二
ペ
ー
ジ
で
、
川
と
地
域
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
。

�

�

　

町
は
、
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認

と
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
監
視
を
、
町

内
の
特
定
郵
便
局
に
有
料
で
委
託
し

高
齢
者
世
帯
に
家
具
を

固
定
す
る
器
具
を
配
布

静
岡
県

岡
部
町

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
を

禁
止
す
る
条
例
制
定

滋
賀
県

志
賀
町

安
否
確
認
と
不
法
投
棄

監
視
を
郵
便
局
に
委
託

山
口
県

錦

町

て
い
る
。
郵
政
官
署
取
り
扱
い
法
の

施
行
を
受
け
た
措
置
。
安
否
確
認
は

七
十
歳
以
上
の
希
望
者
が
対
象
で
、

郵
便
外
務
職
員
が
週
一
回
訪
問
し
、

健
康
状
態
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
聞

い
て
町
に
報
告
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
「
い
き
い
き
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
開
講
し
て
い
る
。
自
主

的
な
学
習
意
欲
と
社
会
的
習
慣
を
身

に
付
け
て
も
ら
う
た
め
の
公
的
な
塾

で
、
小
学
校
三
年
以
上
の
希
望
者
が

対
象
。
毎
週
土
曜
日
に
「
読
む
」「
書

く
」「
計
算
力
」「
英
会
話
」
な
ど
の

分
野
の
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
内
在
住
の
七
十
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
、
顔
写
真
を
貼

付
し
た
優
待
証「
か
し
ま
カ
ー
ド
」と

路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き

る
一
人
年
間
一
万
円
分
の
金
券
を
交

付
し
て
い
る
。経
済
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
高
齢
者
に
積
極
的
に
社

会
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
。

　

町
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
第
四
次
長
期
振
興
計

画
」
の
概
要
版
と
し
て
「
上
屋
久
町

の
ま
ち
育
て
台
本
」
を
作
成
し
た
。

同
台
本
で
は
基
本
理
念
や
基
本
構
想

を
策
定
。
広
報
誌
な
ど
で
紹
介
し
、

町
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
促
進
に

役
立
て
て
い
く
。

「
い
き
い
き
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
開
講

福
岡
県

穂
波
町

高
齢
者
に
交
通
費

一
万
円
分
の
金
券
を
交
付

熊
本
県

嘉
島
町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
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て
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鹿
児
島
県

上
屋
久
町
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随 想
   
立
春
を
境
に
北
国
秋
田
も
ま
さ
に
三
寒

四
温
、
春
の
胎
動
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
時
期
、
例
に
も
れ
ず
私
共
も
新
年
度

予
算
編
成
に
四
苦
八
苦
、
合
併
問
題
も

あ
っ
て
地
方
自
治
な
ら
ぬ
痴
呆
自
治
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
我
が
町
に
は
一
九
九
〇
年
に
開

学
し
た
米
国
大
学
日
本
校
で
あ
る
ミ
ネ
ソ

タ
州
立
大
学
機
構
秋
田
校
が
あ
り
、
多
く

の
成
果
を
あ
げ
な
が
ら
も
今
年
度
で
閉
校

す
る
こ
と
と
な
り
、
二
月
八
日
に
閉
校
式

を
行
っ
た
。
開
学
当
初
は
、
日
本
校
ブ
ー

ム
も
あ
っ
て
話
題
を
呼
び
、
自
治
体
誘
致

で
は
新
潟
県
の
中
条
町
に
次
ぐ
全
国
二
番

目
の
大
学
と
し
て
注
目
さ
れ
、
定
員
二
百

五
十
人
を
上
回
る
応
募
が
あ
っ
た
も
の

の
、
二
年
目
か
ら
半
減
す
る
と
い
う
苦
難

の
道
を
歩
ん
で
き
た
。

　

あ
れ
か
ら
十
三
年
、
十
校
程
あ
っ
た
自

治
体
誘
致
の
日
本
校
は
相
次
い
で
閉
校
と

な
り
、
原
型
を
止
め
て
い
る
の
は
新
潟
中

条
町
の
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
と
私
共
の
秋
田

校
の
二
つ
だ
け
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
い
う
状
況
か
ら
す
る
と
、
日
米
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
米
大
日
本
校
の

設
立
は
失
敗
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
だ

が
、
私
は
負
け
惜
し
み
で
言
う
の
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
多
く
の
成
果
と
教
訓
を
残

し
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
に
国
際
化
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
人
材

養
成
と
い
う
建
学
の
精
神
は
、
こ
れ
ま
で

秋
田
校
で
単
位
を
取
得
し
ミ
ネ
ソ
タ
大
学

機
構
傘
下
の
大
学
に
進
級
し
た
学
生
は
約

六
百
人
、
こ
の
う
ち
州
内
の
四
年
制
大
学

卒
業
者
は
現
段
階
で
約
三
百
人
に
の
ぼ

り
、
大
方
の
皆
さ
ん
が
国
内
外
で
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
時
代
の
先
兵
と
な
っ
て
活
躍
し

て
お
り
そ
の
狙
い
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え

る
。
ま
た
、
地
域
の
国
際
化
へ
の
貢
献
で

は
、
県
内
高
校
生
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
の
研

修
企
画
で
、
二
年
目
か
ら
は
県
教
育
委
員

会
が
主
催
し
、
秋
田
校
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
毎
年
八
十
人
程
を
派
遣
し
て
い
る
こ

と
や
経
済
界
の
交
流
、
英
語
教
師
の
研
修

や
社
会
人
講
座
、
我
が
町
で
も
毎
年
中
学

生
十
数
人
が
ミ
ネ
ソ
タ
で
研
修
し
、
英
語

力
日
本
一
を
目
指
し
た
小
学
二
年
生
か
ら

の
英
語
の
授
業
は
今
年
で
七
年
目
を
迎
え

て
い
る
。
一
方
、
教
員
や
学
生
な
ど
の
外

国
人
登
録
は
多
い
と
き
で
百
六
十
人
に
も

及
び
町
の
様
々
な
民
俗
文
化
や
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
学
校
で
の
子
供
達
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
、
日
常
的
に
交
流
が
な
さ
れ
、
国

際
交
流
な
ど
と
大
上
段
に
構
え
る
こ
と
は

殆
ど
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秋
田
県
や
地
域
の
国
際

化
と
い
う
点
で
は
多
く
の
成
果
を
生
み
だ

し
て
き
た
。

　

私
は
実
質
的
に
開
学
四
年
目
か
ら
引
き

継
い
だ
の
だ
が
、
過
去
七
回
程
ミ
ネ
ソ
タ

を
訪
問
し
協
議
や
交
渉
に
当
た
っ
た
け
れ

ど
も
、
専
修
学
校
扱
で
あ
る
こ
と
や
授
業

料
の
割
高
感
、
英
語
の
授
業
に
つ
い
て
い

け
ず
退
学
者
が
多
い
な
ど
学
生
確
保
が
困

難
な
上
、
人
件
費
や
教
育
研
究
費
な
ど
歳

出
の
大
半
を
占
め
る
部
分
の
権
限
は
基
本

的
に
大
学
機
構
側
に
あ
り
、
経
営
と
い
う

面
で
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

秋
田
校
は
、
閉
校
す
る
も
の
の
幸
い
に

し
て
県
が
設
立
す
る
「
国
際
教
養
大
学
」

の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
な
ど
は

ミ
ネ
ソ
タ
大
学
機
構
傘
下
の
大
学
か
ら
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
受
け
る
と
共

に
、
三
学
年
に
は
ミ
ネ
ソ
タ
で
の
一
年
間

の
留
学
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
日
米
双
方
の

卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
秋

田
校
の
持
つ
教
育
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ミ
ネ
ソ

タ
州
と
の
関
係
が
継
続
的
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
、
平
成
十
六
年
四

月
の
開
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

　

壮
大
と
も
言
え
る
日
米
共
同
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
秋
田
校
で
寮
生
活
を
共

に
し
た
日
米
の
学
生
の
中
に
は
友
人
と
し

て
又
、
家
族
で
親
戚
づ
き
あ
い
を
し
て
い

る
皆
さ
ん
も
お
り
、
テ
ロ
や
戦
争
に
怯
え

る
昨
今
の
世
界
を
見
る
と
、
異
国
の
若
者

が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
共
に
学
ぶ
と
い
う

素
晴
ら
し
い
経
験
は
、
地
球
市
民
と
し
て

の
相
互
理
解
や
世
界
平
和
と
い
う
視
点
か

ら
も
、
手
前
ミ
ソ
に
は
な
る
が
高
く
評
価

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
も
思
っ
て
い

る
。

　

閉
校
式
で
州
立
大
学
機
構
の
リ
ン
ダ
・

ベ
ア
副
総
長
は
「
…
ミ
ネ
ソ
タ
で
秋
田
校

で
の
体
験
を
共
有
す
る
学
生
や
教
員
か

ら
、
そ
れ
が
い
か
に
彼
等
の
思
考
や
人
生

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
伺
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
国
際
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
…
」
と
の

式
辞
を
さ
れ
た
。

　■
 

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

秋 田 県

 雄  和 町 長
ゆう わ

伊 藤 憲 一

秋
田
校
の
閉
校
式
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随 想
   
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が
ひ
と

こ
ろ
流
行
っ
た
が
、
は
や
リ
す
た
り
で
は

な
く
地
方
行
政
に
と
っ
て
は
常
に
向
き
合

う
永
遠
の
テ
ー
マ
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

捉
え
方
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
福
祉
や
教

育
、
文
化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
で
の
取
リ
組
み
方
が
あ

る
。

　

わ
が
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
約
十

三
年
前
、
明
石
大
橋
と
高
速
道
路
が
実
現

す
る
予
定
の
西
暦
二
〇
〇
〇
年
頃
に
照
準

を
合
わ
せ
て
「
二
十
世
紀
最
後
の
十
年
間

に
何
が
必
要
で
、
何
が
出
来
る
か
」
を
議

論
し
て
創
っ
た「
お
お
ち
新
世
紀
プ
ラ
ン
」

に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
柱
と
な
る
考
え
方

は
、
一
つ
が
、
本
格
的
な
高
速
交
通
時
代

を
迎
え
る
ま
で
に
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
社

会
基
盤
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
、
二
つ
に

は
、
特
徴
が
な
い
と
言
わ
れ
る
町
を
ど
う

個
性
と
輝
き
の
あ
る
町
に
す
る
か
、
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

　

前
者
は
、
総
合
公
園
、
工
業
団
地
、
リ

ゾ
ー
ト
開
発
、
港
湾
建
設
と
埋
立
事
業
な

ど
の
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ん
で
い
る

も
の
で
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
経
済
の
低
迷

な
ど
の
試
練
は
あ
っ
た
も
の
の
何
と
か
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
手
作
り
で
ど

こ
に
も
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
そ
う

と
い
う
こ
と
で
取
リ
組
ん
で
き
た
。
ど
こ

か
の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
だ

け
の
も
の
を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
一
つ
が
人
形
劇
を
中
心
と
す
る

児
童
文
化
活
動
で
あ
る
。

　

わ
が
町
で
青
年
た
ち
が
人
形
劇
と
出

会
っ
て
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
人
形
劇

の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
い
う
小
さ
な
手
づ
く

り
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
た
の
は
、
十
八
年

前
で
あ
る
。
当
時
は
、
こ
の
町
の
子
供
た

ち
に
人
形
劇
を
見
せ
て
親
子
で
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
、
と
わ
ず
か
の
人
数
で
細
々
と

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
段
々
と
回
を
重

ね
る
う
ち
に
、
全
町
的
な
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
と

も
係
わ
り
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
縁
も
馴
染
み

も
な
い
人
形
劇
だ
っ
た
が
、
関
わ
る
内
に

次
第
に
そ
の
多
様
さ
、
奥
深
さ
、
面
白
さ

に
魅
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
何
よ
り
も
子
供

た
ち
の
無
邪
気
に
喜
ぶ
笑
顔
に
た
ま
ら
な

い
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
子

供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
わ
な
い
親
は
い

な
い
。
情
操
豊
か
な
子
供
の
伸
び
や
か
な

成
長
を
誰
し
も
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
現

実
は
、
願
い
と
は
裏
腹
に
学
校
や
ク
ラ

ブ
、
塾
や
習
い
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追

わ
れ
、
又
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム

に
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
。
親
子
の
対
話
は

心
も
と
な
い
限
り
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
考
え
た
。
子
供
に
と
っ
て
最
も

心
安
ら
ぐ
至
福
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
い
う

も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
母
親
の
胸
に

抱
か
れ
て
そ
の
温
も
り
を
感
じ
つ
つ
ま
ど

ろ
む
と
き
で
は
な
い
の
か
。
次
に
、
繰
リ

返
し
聞
か
さ
れ
る
子
守
唄
や
童
話
、
昔
話

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
眠
り
に
つ
く
と
き
で

は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
一
番
近

い
演
劇
文
化
が
人
形
劇
だ
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
子
供
は
人
形
の
世
界
に
す
ぐ
に

入
り
込
み
同
化
す
る
。
そ
の
シ
ン
プ
ル
で

ピ
ュ
ア
な
世
界
を
子
供
た
ち
に
本
格
的
に

提
供
す
る
環
境
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
最
初
の
動
機
、
位

置
づ
け
だ
っ
た
。
全
国
で
も
数
少
な
い
人

形
劇
専
用
の
小
さ
な
劇
場「
と
ら
ま
る
座
」

が
誕
生
し
た
経
緯
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
時
は
、
各
地
で
文
化
施
設
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
の
時
だ
っ
た
。
わ
が
町
で
も
多

目
的
な
文
化
ホ
ー
ル
を
要
望
す
る
声
が
強

く
、
人
形
劇
専
用
劇
場
に
は
抵
抗
が
大
き

か
っ
た
が
、
多
目
的
は
無
目
的
と
同
じ
で

あ
る
。
当
初
の
理
念
に
沿
っ
た
専
用
劇
場

に
特
化
し
た
も
の
で
行
き
た
い
と
理
解
を

求
め
て
や
っ
て
き
た
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ

た
も
の
の
次
第
に
全
国
か
ら
高
い
評
価
を

得
る
よ
う
に
な
り
、
数
々
の
賞
も
頂
き
今

で
は
わ
が
町
の
顔
と
言
え
る
も
の
に
な
っ

て
き
た
。

　

今
で
は
地
元
に
数
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア

劇
団
も
生
ま
れ
て
、
人
形
劇
を
中
心
と
す

る
児
童
文
化
活
動
が
し
っ
か
り
と
こ
の
地

に
根
を
下
ろ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

い
る
。

　

こ
の
「
人
形
劇
場
と
ら
ま
る
座
」
と

「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
児
遊
館
」そ
し
て
今
春
オ
ー

プ
ン
す
る
「
と
ら
ま
る
人
形
劇
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
三
施
設
の
管
理
運
営
を
人
形
劇

団
関
係
者
と
地
元
有
識
者
で
設
立
さ
れ
る

財
団
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
の
公
共
施
設
に
と
っ
て
、
子
供
た
ち

に
常
に
夢
を
与
え
、
そ
の
都
度
新
た
な
感

動
や
発
見
を
も
た
ら
す
こ
と
は
至
難
な
こ

と
で
、
限
界
と
悩
み
を
か
か
え
て
き
た

が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
払
拭
し
、

専
門
家
に
よ
る
主
体
的
で
自
由
な
発
想
に

よ
る
意
欲
的
な
取
組
み
が
可
能
に
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

児
童
文
化
の
振
興
と
人
形
劇
関
係
者
の

人
材
育
成
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
と
情
報
発

信
が
、
小
さ
な
地
方
自
治
体
と
人
形
劇
関

係
者
の
協
働
に
よ
っ
て
実
現
す
る
と
い

う
、
他
に
例
の
な
い
画
期
的
な
試
み
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
春
、
わ
が
町
は
近
隣
二
町
と
合
併
し

「
東
か
が
わ
市
」
と
な
る
が
、
そ
の
可
能
性

に
つ
な
が
っ
て
い
く
一
例
と
な
れ
ば
と
ひ

と
リ
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　■
 

人
形
劇
と
の
出
逢
い

香 川 県

 大  内 町 長
おお ち

中 條 弘 矩
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
介
護
保
険

の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
十
四
年
十
一
月
末
現

在
、
六
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
は

二
、
三
六
四
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
二
年
半
経

過
し
て
約
二
〇
〇
万
人
（
九
％
）
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
は
三
三
三
万
人
と
な
り
、
同
じ
く
約
一

一
五
万
人（
五
二
％
）増
加
し
て
い
る
。
特

に
、
要
支
援
・
要
介
護
１
の
認
定
を
受
け

た
者
は
大
幅
に
増
加
（
同
七
六
％
増
）
し

て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
、
十
四
年
九

月
現
在
で
、
二
五
八
万
人
（
同
七
一
％
増
）

う
ち
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
一
八
八

万
人
（
同
九
〇
％
増
）、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
七
〇
万
人（
同
三
六
％
増
）と
な
っ

て
い
る
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
（
特
養
）
が
三
三
万
人
、

介
護
老
人
保
健
施
設
が
二
五
万
人
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
が
一
三
万
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
種
類
別
の
保
険
給
付
額
（
十

四
年
九
月
サ
ー
ビ
ス
分
）
を
み
る
と
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
一
、
六
一
〇
億
円
（
構
成

割
合
四
二
・
二
％
）、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
二
、
二
〇
七
億
円
（
同
五
七
・
八
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
六
段
階
制
に
関
す
る
調

査
結
果
で
は
、「
現
行
保
険
料
に
お
い
て

既
に
導
入
済
み
」
が
、
一
一
保
険
者
（
構

成
割
合
〇
・
四
％
）、「
次
期
保
険
料
に
お

い
て
導
入
の
方
向
」
が
、
一
一
七
保
険
者

（
同
四
・
二
％
）、「
検
討
中
又
は
検
討
の
予

定
」
が
九
四
六
保
険
者
（
同
三
三
・
九
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
の
実
施
状
況
ま
と
ま
る

―
厚
生
労
働
省
―

食
糧
法
改
正
案
を
閣
議
決
定

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
平
成
十
三
年
度
市

町
村
普
通
会
計
決
算
を
ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
歳
入
総
額
は
前
年
度

比
〇
・
三
％
増
の
五
二
兆
九
、
三
八
一
億

円
、
歳
出
総
額
は
同
〇
・
五
％
増
の
五
一

兆
四
、
〇
五
九
億
円
と
、
共
に
前
年
度
決

算
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
税
は
固
定
資
産
税
が

増
収
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
〇
・
三
％

増
の
一
八
兆
一
、
四
二
五
億
円
、
地
方
交

付
税
は
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
し
、
基

準
財
政
需
要
額
の
一
部
を
振
り
替
え
る
こ

と
と
し
た
こ
と
等
か
ら
、
同
七
・
二
％
減

の
九
兆
二
、
七
四
五
億
円
と
八
年
ぶ
り
の

減
少
。
一
般
財
源
総
額
は
地
方
交
付
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
減
少
に
よ
り
、
同

二
・
一
％
減
の
三
〇
兆
九
、
八
三
二
億
円

と
な
り
、
地
方
債
は
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
が
皆
増
と
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
同

九
・
二
％
増
の
五
兆
三
、
五
六
三
億
円
と

な
っ
た
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
は
扶
助
費
、

公
債
費
の
増
に
よ
り
、
同
二
・
一
％
増
の

二
二
兆
五
、
一
八
〇
億
円
、
投
資
的
経
費

は
普
通
建
設
事
業
債
の
減
少
に
よ
り
、
同

四
・
三
％
減
の
一
一
兆
二
、
四
二
九
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
扶
助
費
、
公
債
費
の

増
加
等
に
よ
り
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源

の
伸
び
率
が
高
か
っ
た
た
め
、
同
一
・
〇

％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
八
四
・
六
％
、
ま
た

地
方
債
残
高
は
同
一
・
三
％
増
の
五
九
兆

二
、
八
〇
〇
億
円
で
、
債
務
負
担
行
為
額

と
積
立
金
残
高
を
加
味
し
た
将
来
に
わ
た

る
実
質
的
な
財
政
負
担
は
、
同
〇
・
五
％

増
の
五
五
兆
三
、
六
五
六
億
円
と
な
っ

た
。

平
成
十
三
年
度
市
町
村
決
算
の
概
要

―
総
務
省
―

　

政
府
は
、
こ
の
程
、
米
の
生
産
調
整
や

計
画
流
通
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
す
食
糧

法
改
正
案
を
閣
議
決
定
、
国
会
に
提
出
し

た
。
同
法
案
の
国
会
審
議
は
五
月
以
降
に

な
る
見
通
し
で
、
今
国
会
で
成
立
す
れ

ば
、
二
〇
〇
四
年
四
月
以
降
の
施
行
を
予

定
し
て
い
る
。

　

改
正
案
は
、
計
画
流
通
制
度
の
廃
止
に

伴
い
、
米
の
適
正
か
つ
円
滑
な
流
通
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
①
農
業
者
・

農
業
団
体
な
ど
生
産
者
が
、
米
の
生
産
目

標
の
設
定
方
針
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
生

産
調
整
方
針
」
を
策
定
し
、
国
が
認
定
す

る
。
②
「
方
針
」
の
策
定
に
際
し
て
、
国
・

地
方
公
共
団
体
は
必
要
な
指
導
・
助
言
を

行
う
。
③
過
剰
米
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

れ
を
担
保
に
無
利
子
資
金
を
融
資
す
る

「
米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
」を
創
設

す
る
。

　

流
通
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
計
画

流
通
制
度
を
廃
止
し
、「
自
主
流
通
米
価

格
形
成
セ
ン
タ
ー
」
を
「
米
穀
価
格
形
成

セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
た
上
で
、
取
引
方
法

を
多
様
化
し
、
一
層
の
市
場
原
理
を
導
入

す
る
。

　

な
お
、
国
主
導
の
生
産
調
整
は
二
〇
〇

八
年
度
ま
で
に
廃
止
す
る
が
、
そ
れ
ま
で

は
、
国
が
各
産
地
の
米
の
売
れ
行
き
を
考

慮
し
て
、
地
域
ご
と
の
生
産
目
標
数
量
を

設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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